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熱源熱源熱源熱源水利用水利用水利用水利用

みなとパーク芝浦外観

愛育病院外観

日射遮蔽ルーバー ほりの深い庇 病室内観

病院エントランスホール

みなとパーク（リーブラ）内観

アトリウム

田町駅東口北地区Ⅰ街区
第15回環境・設備デザイン賞

愛育病院・みなとパーク芝浦 ・第一スマートエネルギセンター

内外装材に用いた
国産材の産地（赤点）

壁材：スギ（東白川村）
床材：ナラ（葛巻町）

観客席：ヒノキ
（檜原村）

フェンス：スギ（壱岐
の島町、新宮市、他）

天井・床材：ヒノキ、トド
マツ
壁材：スギ（紋別市）

床材：アカマツ（葛巻町）

床材：ナラ（葛巻町）

壁材：スギ・ヒノキ
（東白川村）
ベンチ：ヒノキ（高山市）

木格子：スギ
（馬路村、他）

天井ルーバー
：スギ集成材（高山市）

木製受水槽：スギ カウンター
：ヒノキ
（四万十町）

木リブ：アカマツ、カラ
マツ、ナラ、スギ、ヒノ
キ、ヒバ、サクラ、サワ
ラ、等
（⻘森県、⻑野県、岐⾩
県、岩手県、埼玉県）

アトリウムレリーフ
：施設に使用した
全国の木材を展示

軒天ルーバー、床
：スギ（都城市）

壁 材 ： ヒ ノ キ 練
付不燃合板
木リブ：ヒノキ
（東白川村）
椅子：カバ
（北海道）

軒天ルーバー、床
：スギ（都城市）

壁材：熱処理天然木
（東白川村）

床材：ナラ
（葛巻町）

武道場武道場武道場武道場

礼礼礼礼
サブアリーナサブアリーナサブアリーナサブアリーナ

アリーナアリーナアリーナアリーナ

緊張緊張緊張緊張

壁材：熱処理天然木
（日南市、都城市）

プールプールプールプール

癒し癒し癒し癒し
水水水水

アトリウムアトリウムアトリウムアトリウム

森森森森
リーブラホールリーブラホールリーブラホールリーブラホール

文化文化文化文化

区⺠ギャラリー区⺠ギャラリー区⺠ギャラリー区⺠ギャラリー

木立木立木立木立

和室和室和室和室

伝統伝統伝統伝統

東京ガス
共同：東京ガスエンジニアリングソリューションズ、日本設計、日建設計、ＮＴＴファシリティーズ、日建設計総合研究所

需要側と供給側が連携した街区全体の環境マネジメント
「スマートエネルギーネットワーク」によるプロジェクトが具現化、需要側と供給側が連携した「低炭素で災害につよいまちづくり」を掲げた新たなまちが誕生

駐車場の高効率換気
（CO濃度制御）

空調・照明に頼らないｱﾄﾘｳﾑ
・気流発生装置
・ﾄﾞﾗｲﾐｽﾄ
・光ﾀﾞｸﾄ、日射遮へい幕

中央監視設備
・空調器個別計量
・BEMS
・ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰとの連携

床暖房

雨水再利用

建物熱負荷の低減
・日射遮へいﾙｰﾊﾞｰ
・複層Low-Eｶﾞﾗｽ

自然換気
（風力換気、重力換気）

太陽光発電
太陽熱パネル

風力発電

非常用発電機

全館LED照明

建物熱負荷の低減
・日射遮へいﾙｰﾊﾞｰ
・複層Low-Eｶﾞﾗｽ

自然換気・自然通風

居住域空間
(床輻射冷暖房)

高断熱（屋上緑化）

大温度差送水

高効率変圧器

CGS（ガスエンジン・燃料電池）
地下トンネル水・太陽熱利用
需給連携制御

木材と緑による
快適屋外環境の形成

＜みなとパーク芝浦＞

＜第＜第＜第＜第一一一一スマートエネルギーセンター＞スマートエネルギーセンター＞スマートエネルギーセンター＞スマートエネルギーセンター＞

芝浦港南地区総合支所

スポーツセンター

雨水処理
機械室

アトリウム

プール

サブアリーナ

競技場2,3

アリーナ

武道場1,2,3

トレーニングパーク／競技場1

消費者センター

防災センター

男女平等参画センター

駐車場受入施設地域冷暖房室

機械室

＜愛育＜愛育＜愛育＜愛育病院病院病院病院＞＞＞＞

CO2濃度による外気制御

天井換気システム
涼厨（すずちゅう）

自然
換気

床暖房

雨水再利用

ダブルエントランスホール

オイルタン
ク、燃料移送
ポンプ室を防
水
防水した躯体
内に設置

4階に機械室を配置

備蓄倉庫の分散配置

災害時活動スペースの確保

気酸ボンベ室を最上階に設置
（液酸タンクのバックアップ）

太陽光発電

中央監視装置
・ゾーン別計量
・BEMS
・スマートエネルギー
センターとの連携

非常用
発電機室屋上庭園

会議室
多目的室

厨房

管理部門

PICU

NICU・GCU

病室

病室

病室

MFICU

病室

手術

診断放射線科

LDR

エントランスホール

エントランスホール

外来

外来

ピット

免震ピット

▽AP+10.175

▽AP+3.725

気酸
ボンベ室

電気室空調機械室 サーバー室 吸引・圧縮
空気機械室ペデストリアン

デッキ

液酸タンク

オイルタンク
燃料移送ポンプ室

女性と子供にやさしい
デシカント空調機+放射冷暖房

庇+縦ルーバー
複層Low-Eガラス

変流量制御
インバーターポンプ

LED照明
高効率Hf照明

節水器具

高効率変圧器

電気 113

電気 77

電気 77

電気 77

冷熱 36

冷熱 22

冷熱 20

冷熱 17

温熱 46

温熱 31

温熱 27

温熱 23
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

基準建物群

2015年度実績

一次エネルギー消費量 千GJ/年

需要側の取り組み

供給側の取り組み

需給連携の取り組み 40%40%40%40%削減削減削減削減----32%32%32%32% ----53%53%53%53% ----50%50%50%50%

評価項目
特に重
視した
視点

評価項目に対する設計者のデザイン意図

Ａ.感性軸
（造形）

Form

01審美感 ☆ 建物壁面・屋上、建物周囲の適度な緑地と隣接した公園が合わさり、憩いと安らぎを建物内
外から感じられるよう配置や緑化を計画した。

02調和性 ☆
⻄側に隣接するⅡ街区が完成した後には、駅から当街区まで一体となったデッキで各建物が
接続される計画であり、駅や隣接街区と当街区が調和し、回遊性にも優れた歩行者にやさし
い計画である。

03独創性 ☆ 運河からの涼風を妨げない配置計画をCFDシミュﾚｰションによって検討し、風の道を確保す
ることで、ヒートアイランド抑制を図った。

04象徴性 くらしの拠点となる公共公益施設と病院が集約した当街区は、地域に開かれた憩いの核とな
るオープンスペースを配置した計画とした。

05完成度 ☆ 建物壁面や屋上、建物周囲、公園と、緑豊かな環境を創出した。また、国産木材の積極的活
用し、光・風・熱の自然エネルギーを多岐にわたり活用し、自然と共生した計画とした。

Ｂ.機能軸
（技術）

Technology

06機能性 ☆
高効率CGSや高効率熱源機を中心に供給側システムを構築すると共に、需要側の状況を供給
側へ反映し熱・電力・情報を需給一体的に扱うスマートエネルギーネットワークを構築し、
安定的かつ効率的なエネルギー運用を実現した。

07効率性 ☆
スマートエネルギーネットワークの構築や、供給側と需要側が連携した制御等よりエネル
ギー利用が高効率となり、平成２５年度省エネ基準に対して、エネルギー消費量40%削減を
達成した。

08利便性 ☆
情報ネットワークを活用し、需要側の負荷状況に応じて送水圧力や送水温度をフレキシブル
に変更する先進的な需給連携制御の採用により、街区全体のエネルギー高効率化を図る計画
とした。

09安全性 ☆
地域の災害活動拠点となる当街区では、最大負時72時間の電気を確保（愛育病院は熱も72時
間確保）している。さらに、限られた燃料を有効活用し機器稼働時間を⻑くするために、ICT
を活用したBCPの強化を図った。

10先導性 ☆
公共施設や病院といった地域の重要機能が集積し、エネルギー消費密度の高い都心部におけ
る平常時の低炭素化と非常時の自立性向上を目指した、自立分散型・面的エネルギーシステ
ムを構築した。

Ｃ.社会軸
（環境）

Environment

11環境負荷 ☆
CGS導入、地下トンネル水利用、太陽熱利用、太陽光発電により、エネルギーの地産池消を
図った。さらに、自然換気、自然採光を施設内に積極的に取り入れることで、更なる省エネ
を図る計画とした。

12資源消費 ☆
各種先進技術による徹底した省エネルギーは勿論のこと、みなとパーク芝浦では国産木材を
施設内外に多数使用することで、二酸化炭素固定に寄与し、さらに解体時には再生紙やウッ
ドチップ等へのリサイクルも可能となっている。

13地域環境性 ☆
CGS導入、地下トンネル水利用、太陽熱利用、太陽光発電により、エネルギーの地産池消を
行っている。さらに、自然換気、自然採光を積極的に取り入れる計画とし、自然との調和を
図っている。

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 ☆
施設内のバリアフリーはもちろんのこと、隣接するⅡ街区の完成後に田町駅から一体となっ
た歩行者デッキで各施設にアクセスできるようになり、快適な歩行者ネットワークが形成さ
れる計画である。

15先進性 ☆
需要側の一部空調機の制御を供給側が行うなど、極めて先進的な需給最適制御による街区全
体のエネルギー最適化を図っている。また、地域拠点施設が集約された街区であり、安心・
安全かつ低炭素化を実現した。

Ｄ.経済軸
（LCC）

Life Cycle Cost

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ
コージェネレーションシステムの導入、地下トンネル水利用、太陽熱利用、太陽光発電によ
りイニシャルコストは増加しているが、適切な容量選定と適切な運用により、ランニングコ
ストの削減分で早期に回収できる計画とした。

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆
スマートエネルギーネットワークの構築をはじめとする様々な低炭素化先進技術によって、
一次エネルギー消費量を平成25年省エネ基準に対して40%削減した。ランニングコストの低
減が実現できた。

18維持管理 ☆
官⺠様々なまちづくり当事者が定期的に部会を開き、省CO2目標達成に向け協議および合意
形成を行ってきた。さらに中立的第三者を入れた、エネルギー性能の評価会議も行い、両会
議体によってPDCAサイクルを実践している。

19耐久性
愛育病院は、主たる機械の集約や充分な更新用マシンハッチを設け、みなとパーク芝浦は、
メンテナンスバルコニーの設置や開閉窓の組合せにより清掃やルーバー交換等に配慮する等、
両施設とも保守・更新性の向上を図った計画とした。

20ＬＣＣ ☆
運用時の街区全体のエネルギー消費量の削減を図ると共に、地域熱供給により、個別分散熱
源の場合と比較して街区全体として熱源機器等の保守・更新費用も抑えることができ、LCC
に優れた計画である。
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06機能性
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Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

スマートエネルギーネットワークの構築 官⺠連携会議体によるPDCAサイクルの実践 ICTの活用による需給最適制御（SENEMS）

コージェネレーションシステム（CGS）を核に、地域に賦存する未利用・再生可能
エネルギーを最大限に活用、生成される熱と電気をネットワーク化し、情報通信技
術を利用して、地域レベルでエネルギーを面的かつ最適に利用する自立分散型の
「スマートエネルギーネットワーク」を構築した。

需要側と供給側の一体運用や地区のレジリエンス機能の強化のため、エネルギー供
給側と需要側関係者から構成される関係者会議体「スマートエネルギー部会」およ
び学識者を含む性能検証・評価会議体「スマートエネルギーネットワーク評価会
議」を構築し、計画から運用まで一貫してエリアエネルギーマネジメントを行う体
制を構築、地区全体で定めた目標達成に向け、PDCAサイクルを実践している。

ICTを活用し、需要側建物とスマートエネルギーセンターを連携し、エネルギー需
給を一括管理・最適制御するSENEMS（Smart Energy Network Energy Management
System）を日本初で開発し、導入した。SENEMSは、スマートエネルギーセンター
の熱源機器だけでなく、搬送動力、需要側の空調機等の設備まで必要に応じ制御し、
省エネを図っている。

地冷地冷地冷地冷 需要家建物需要家建物需要家建物需要家建物

需要主導需要主導需要主導需要主導

需要家の需要家の需要家の需要家の要求に応じ過不足なく要求に応じ過不足なく要求に応じ過不足なく要求に応じ過不足なく供給供給供給供給

これまでの地域冷暖房

熱源機

中央監視

BEMS

空調機
給湯器

受入

熱供給
多多多多

スマートエネルギースマートエネルギースマートエネルギースマートエネルギー
センターセンターセンターセンター

需要家建物需要家建物需要家建物需要家建物

需要側制御を含めた需要側制御を含めた需要側制御を含めた需要側制御を含めた全体最適制御全体最適制御全体最適制御全体最適制御

スマートエネルギーネットワーク

熱源機

中央監視

BEMS

空調機
給湯器

受入

熱供給

少少少少

需給連携によ需給連携によ需給連携によ需給連携によ
るるるる最適化最適化最適化最適化

SENEMSSENEMSSENEMSSENEMS

最適制御
見える化

エネルギーの地産地消 国産木材を活用した自然を感じる空間 自然の風を取り込むデザイン

地区に賦存する「太陽熱（再生可能エネルギー）」や「地下トンネル水（未利用エ
ネルギー）」を最大限活用した地産地消型システムを構築した。太陽熱を利用した
熱供給システムは日本初の取り組みである。また、地下トンネル水は熱源水として
利用し、熱源機の効率向上を実現した。

低炭素で災害につよいまちづくりのための最先端技術の取り組み 環境・設備デザイン評価表

｜｜｜｜地下トンネル水の熱利用温度イメージ｜｜｜｜

｜｜｜｜太陽熱集熱器の仕組み｜｜｜｜

建物内外装に国産材を多用することで二酸化炭素固定量の増加と、国内の森林整備
の促進に寄与し、環境保全活動へ貢献した。また、人目に触れる場所に木材を配置
することで、あたたかみのある空間を演出するとともに、環境保護の啓発にもつな
げている。

病棟の自然換気は、病室の窓開けランプにより、患者の意思で自然の風を取り入
れることができ、効率的かつ快適性を維持できるシステムとした。また、病室の
テレビモニタに自然通風システムの仕組みを案内し、患者への認知を図っている。

４０％の省エネを実現
様々な技術や継続的な取組により、地区全体の一次エネルギー消費量を平成25年度
省エネ基準相当の建物群と比較して40%削減することができた。

冬は、暖房用熱交換器で暖房
用の温水を作る

暖房用
交換器

温水 温水

都市ガス
（または蒸気）

冷温水

温水

温
水(

低
温
）

太陽熱集熱器

太陽熱を集熱

冷房暖房

ソーラークーリング対応
「ナチュラルチラー」

夏は「ナチュラルチラー」に
太陽熱を投入し、冷房用の冷
水を作る

太陽熱集熱器で
太陽熱を集め、
温水を作る

CGSCGS
センター間連携

B棟(オフィス棟)

みなとパーク芝浦みなとパーク芝浦みなとパーク芝浦みなとパーク芝浦

児童福祉
施設 愛育病院愛育病院愛育病院愛育病院

A棟(オフィス棟)

第二スマート第二スマート第二スマート第二スマート
エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーセンタセンタセンタセンターーーー

第第第第一一一一スマートスマートスマートスマート
エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーセンタセンタセンタセンターーーー

Ⅰ街区

太陽熱･太陽光太陽熱

地下トンネル水

ホテル棟

電気

熱

情報

将来計画

スマートエネルギー部会（Ｐ・Ｄ・Ａ）
供給側と需要側が一体となった低炭素まちづくりのための意思決定の枠組み

スマートエネルギーネットワーク評価会議(Ｃ)
学識経験者を含む第三者の視点からの評価検証と助言のための枠組み

目標・計画

検証・評価

改善・是正 実行・実施

＜実践例＞
・学識者､自治体･業界

に向けた計画段階か
らの情報開示
(学会での発表等)

・まちづくり計画への
整合性ならびに進捗
の確認･合意

・補助金の枠組み形成

lanP
oD

heckC
ctＡ

（具体例）
①大温度差送水による省エ大温度差送水による省エ大温度差送水による省エ大温度差送水による省エ
ネを実現するための協議ネを実現するための協議ネを実現するための協議ネを実現するための協議
冷水供給：
ΔT=10℃という高い目標に
向けて、需要側との連携に
より、中間期等低負荷時で
も早期に、設計値を達成

②地区全体の省エネ検証地区全体の省エネ検証地区全体の省エネ検証地区全体の省エネ検証
運用後、専門的知見を有す
る 学 識 者 等 を 交 え た 「 ス
マ ー ト エ ネ ル ギ ー ネ ッ ト
ワーク評価会議」を新設し、
計画段階で策定した目標に
対し、需要側の省エネ項目
の状況を収集・分析し、効
果を継続的確認

街区共通の省エネ目標値
の設定

第33回ｽﾏｴﾈ部会実施風景

スマートエネルギー部会とスマートエネルギーネットワーク評価会議による
性能検証・評価とPDCAサイクルの実践

【【【【窓開けランプのデザイン窓開けランプのデザイン窓開けランプのデザイン窓開けランプのデザイン】】】】


